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平成 28 年 8 月 30 日 ＡＳＣＯＮ“熱学”セミナー開催報告  

「消費者志向経営」への期待！ 参加：46 名 

日時；8 月 30 日（火）15:00～17:30 会場；日本食品衛生センター研修室  

 

  

【開催目的】 

 「消費者志向経営」について、 

☆行政・事業者・消費者のそれぞれはどのようにとらえているか？ 

☆具体的取り組みとはどのようなものか？ 

☆メリット、デメリットがあるとしたら、それは何か？ 

☆取組みを広げる上での課題は何か？ 

 を、さまざまな立場から意見を出しあい、対話し、学びあう。 

  

【パネルディスカッション・パネリスト】  コーディネーター：阿南 久 

 ◇「消費者志向経営の取組促進について」 

澤井 景子 氏（消費者庁消費者調査課長） 

 ◇「消費者志向経営の推進に向けて」 

                坂倉 忠夫 氏 （公益社団法人消費者関連専門家会議 理事長） 

 ◇「消費者から消費者志向経営に期待すること」 

                古谷 由紀子 氏 （サステナビリティ消費者会議 代表） 

 

 行政、事業者、消費者の立場からそれぞれの考える「消費者志向経営」とその意義についてお

話しいただき、会場からの意見や質問を交えながら全体でディスカッションしました。 

 実際には多くの企業で“お客様の声”を重視し経営に反映する取組みが行われているが、それら

の実践が必ずしも共有されておらず、今後普及していくことが課題であること、そして普及のために

は消費者（見極める）・事業者（全社的実践）・行政（ほめる）の連携と協働が重要であることを確認

しました。 



2 
 

【澤井氏 

資料より】 

 

「消費者志向

経営」の意義と、

その取り組み

を支える 

これからの消

費者行政のイ

メージについ

て、さらに平成

27 年 8 月から

消費者庁に設

置された「消費

者志向経営の

取組促進に関

する検討会」

報告書につい

ても説明いた

だきました。 

 

これからの消費者

行政は、 

“叱る行政”（左図）

から“ほめる行政” 

（右図）に転換を目

指すとのこと！ 

 

 

 

【坂倉氏資料より】 

 

ACAP としての考

え方とともに、事業

者・消費者・社会にと

っての意義、そして事

業者の具体的な活動

の方向性についてお

話しいただきました。 
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 また、取組の推進に

向けて、多くの企業が

会員として参加されて

いる ACAP としての取

組みについてもご紹介

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

【古谷氏資料より】 

 

形式ではな

く、本質的

で自主的な

取組みとし

ていくため

のしくみの

ありかた、そ

して企業の

実践に対す

る消費者か

らの「評価」

を取り入れ

ながら、“持

続可能な社

会”をめざし、

消費者ととも

に進めて行く

ことの重要性、

について 

お話しいた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


